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□ 区からのコメント

令和元年度 清水ケ丘地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—

◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性

マンション等の新規住宅が増えていくなかで、子育てに関連するニーズも年々高まりをみせている状況であり、子育て関連
の事業においては、毎回多くの参加者がみられる。また、地域行事等において、若い世代が活躍する場面がみられるよう
になってきている。
一方で、地域のサロンや食事会に参加し介護予防事業を行う場があるが、担い手が高齢になってきている為、新たな担い
手を発掘する事が重要となっている。
昔からの関係で、ご近所同士助け合いを行いながらも、在宅生活をすることが困難になった状態で支援に気付く事もある
為、地域関係者と連携をとり、早期に支援の輪が広げられるようにしていきたい。

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

地域包括支援センターのチラシについて、わかりやすい言葉で伝えられるよう内容を刷新する。そのチラシを館内
に大きく掲示するとともに、地域行事等で配布を行う。また、ケアプラザ祭で地域ケアプラザ全体の業務内容を周
知するためのコーナー企画を実施する。

今年度から子育て広場「たけのこ」を月２回から月４回の開催とし、地域ケアプラザの機能や地域情報を周知する
機会を増やす。また、障がい児向けに年３回バリアフリーテニスを継続開催し、保護者との交流を図り、幅広い対
象者の相談を受ける機関であることの周知を行う。

介護予防教室の担い手が中心となって、「お元気で２１」健診の受講者に、介護予防教室についての紹介するなど
の活動を円滑に行えるよう支援を行う。

高齢者食事会やサロンに参加し、顔の見える関係づくりを行いながら、地域の情報の把握に努めていく。

幅広い年代や対象に向けた充実した事業の開催を行い、外出の場や交流の場とする。また、必要に応
じて自主活動グループの立ち上げを支援していく。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

利用者実
績

（人）

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業

お客様が要介護状態になることをできるだけ防
ぎ、要支援状態になってもその悪化をできる限
り防ぐために、高齢者自身が地域において自
立した日常生活を送ることができることを目標
としていきます。地域の中で生きがいや役割を
持って生活できるよう、利用者本人が目標を理
解したうえで、その達成のために必要なサービ
スを主体的に利用して、目標達成に取り組ん
でいけるような計画を作成するように努めま
す。

支援計画の作成にあたっては、お客様やご家
族の意思を尊重し、心身の状況や生活環境等
に応じて、自立した日常生活を可能な限り送る
ことができることを目標とします。
お客様の自己選択を尊重するとともに、関係行
政機関、地域の保健・医療・福祉関係者及び
介護保険サービス事業所、ボランティア団体等
と連携を図り、公正中立な立場で総合的かつ
効率的にサービスが利用でき、状態の維持や
軽減を図ることができるようにします。

地域包括支援センター
（看護師、社会福祉士、主任ケアマネジャー、
ケアプランナー２名）5名

介護支援専門員（ケアマネジャー）常勤３名、
非常勤２名

令和元年度清水ケ丘地域ケアプラザ事業計画書・事業報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について

（事故防止、個人情報保護等）

包括支援センターでは関係する事業所との連
携を強化し、公正中立性を確保する為に、依頼
先が特定の事業所に偏らないようケアマネサ
ロンを定期開催し、顔の見える仕組みつくりを
行います。又、依頼先について記録するなどし
て公正・中立性を確保するよう努めます。

事故防止については、事故になる前の段階か
らヒヤリ・ハットを記載し事業所内共有を行いま
す。
マニュアルを整備しながら、現状と照らし合わ
せ研修を行い、更新しながら、注意喚起をして
事故防止に努めます。



３　通所系サービス事業

目標

実施
体制

実費
負担

＜通所介護＞
【実施日数】月～土（週６日）　※１２月２９日～
１月３日を除く
【提供時間】9：40～16：45
【定員】35名

＜認知症対応型通所介護＞
【実施日数】日（週１日）　※１２月２９日～１月３
日を除く
【提供時間】9：40～16：45
【定員】12名

＜介護予防通所介護＞
【実施日数】
月～土（週６日）　※１２月２９日～１月３日を除
く
【提供時間】
9：40～16：45
【定員】35名

＜介護予防認知症対応型通所介護＞
届出なし

＜通所介護＞●１割負担分　（要介護１）692円
（要介護２）816円　（要介護３）947円　 （要介護
４）1,076円　（要介護５）1,205円       　●食費
負担750円　●入浴加算54円
＜認知症対応型通所介護＞●１割負担分
（要介護１）1,072円　（要介護２）1,188円　（要
介護３）1,305円　 （要介護４）1,422円　      （要
介護５）1,539円　●食費負担750円　●入浴加
算54円　●個別機能訓練30円

●１割負担分
（要支援１）1,766円　（要支援２）3,621円
●食費負担750円

＜介護予防認知症対応型通所介護＞
届出なし

通所介護
認知症対応型通所介護

第１号通所事業
介護予防認知症対応型通所介護

＜通所介護＞一日を楽しく有意義に過ごしてもらう
ため、趣味のサークル活動等により、仲間づくりが
できるよう工夫していきます。
地域のボランティアや近隣の小中学校・高校など
様々な皆様との交流を通し、社会交流を行います。
サービス提供にあたり安心・安全を第一に、サービ
ス向上を目指して以下のことを重点に進めてまいり
ます。
①四季折々のイベント（夏祭り、大運動会、敬老会、
クリスマス会など）のほかに、アクティビティを行いま
す。
②地域の保育園、小中学校、各種団体などとの交
流の機会を積極的に取り入れ、地域との交流を図り
ます。
③お客様の状態や状況の変化などを的確に捉え、
ご家族や担当ケアマネジャーと連携をしていきま
す。
④お客様の身体状況の維持と向上を目的として、午
前と午後の２回に分けて、体操プログラムを実施し
ていきます。
＜認知症対応型通所介護＞
認知機能の維持・向上に努めていく為のプログラム
を提供します。
①四季折々のイベント（夏祭り、大運動会、敬老会、
クリスマス会など）を行います。
②脳のトレーニングを行います。
③調理レクリエーションを通し手段的日常生活動作
が、独力で出来る事の機能訓練を行います。
④個別機能訓練の成果を発揮する為に戸外訓練を
行います。

お客様の生活空間として、一日を楽しく有意義
に過ごしていただき、要介護状態を予防する為
のアクティビティや趣味活動の支援を行いま
す。

①四季折々のイベント（夏祭り、大運動会、敬
老会、クリスマス会など）のほかにアクティビ
ティの充実に努めます。
②地域の保育園、小中学校、各種団体などと
の交流の機会を積極的に取り入れ、地域との
交流を図ります。
③お客様の状態や状況の変化などを的確に捉
え、ご家族や担当ケアマネジャーと連携をして
いきます。
④お客様の身体状況の維持と向上を目的とし
て、午前と午後の２回に分けて、体操プログラ
ムを実施していきます。



職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

利用者実
績

（人）

＜通所介護＞管理者1名（常勤兼務）　生活相
談員６名（常勤兼務）　看護職員４名（非常勤兼
務）　機能訓練指導員４名（非常勤兼務）　介護
職員１９名（常勤兼務６名、非常勤専従１３名）
運転職員８名（非常勤専従８名）
＜認知症対応型通所介護＞管理者１名（常勤
兼務）　生活相談員６名（常勤兼務）　看護職員
２名（非常勤兼務）　機能訓練指導員２名（非常
勤兼務）　介護職員９名（常勤兼務６名、非常
勤専従３名）　運転職員1名（非常勤専従1名）

管理者１名（常勤兼務）　生活相談員６名（常勤
兼務）　看護職員４名（非常勤兼務）　機能訓練
指導員４名（非常勤兼務）　介護職員１９名（常
勤兼務６名、非常勤専従１３名)　　運転職員６
名（非常勤専従８名）



清水ケ丘地域ケアプラザ

１　地域交流 1　高齢者 1　優先的に取り組み

２　包括 2　障害者 2　発展させるねらい

３　生活支援体制整備事業 3　乳幼児

４　共催（１と２） 4　子ども

５　共催（１と３） 5　地域

６　共催（２と３） 6　事業者

７　共催（１と２と３） 7　その他

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

1 介護者のつどい
「みんなの会」

平成28
年度

２

包
括

5

地
域

1

優
先
的
に
取

り
組
み

要介護者を抱える家族に外出や気分転換の
機会を提供し、活動の場を地域に広げる。合
わせて介護や介護者に対する理解を深める。
また、介護者の負担感を軽減することにより、
在宅での介護を続けられる環境づくりをすると
ともに高齢者虐待などの防止も図る。

①身近なケアプラザを利用し地域での居場所
づくり
②家庭と異なる環境・人との接点づくり
③福祉サービス等の情報を知っていただく
上記の事を行える場とする。

○毎月第3金曜日、10：00～12：00

3 ケアマネサロン
平成28
年度

２

包
括

6

事
業
者

1

優
先
的
に
取

り
組
み

ケアマネジャー同士が利用者の心身の状況
等に応じ、利用者自身の選択に基づくケアマ
ネジメントを実践することができ、地域の多様
な資源を活用し、必要なサービスの提供だけ
でなく、その人らしさを発揮できるようなケアマ
ネジメントを実践できることを目指す。

ケアマネジャー等が共通に抱える課題の解決
に向けた、事例検討会や研修会、情報交換会
を実施する。
○4月・6月・8月・12月
○第三金曜日14：30～15：30

1

優
先
的
に
取

り
組
み

地域の自治会・町内会、民生委員、地区社会
福祉協議会、友愛活動員等広く一般の地域
住民の高齢者虐待防止についての認識や意
識を向上を図る。
また地域の福祉保健活動者との更なる連携・
相談体制の強化を図る。

高齢者虐待については一般的に興味を持ち
にくい傾向がある。
高齢者虐待について身近なものだと認識して
もらえるよう常に携帯していることが多いポ
ケットティッシュをつかい、南区民に馴染みの
ある「みなっち」のイラストを使用することで身
近に感じてもらえるような普及啓発物品を作
成して配布する。　　　　　　　○2019..8.1頃～
2019.3.31

2 高齢者虐待防止普
及啓発事業

平成29
年度

２

包
括

5

地
域

5 民生委員・ケアマネ
ジャー連絡会

平成28
年度

２

包
括

5

地
域

1

優
先
的
に
取

り
組
み

ケアマネジャーが介護保険の制度のみでな
く、地域関係者と連携し、住み慣れた自宅で
生活ができるようにケアマネジメントを実践す
ることを目指す。

地域福祉関係者（民生委員）との交流も含め
た「連絡会」として開催し、顔の見える関係づく
りを行います。

1

優
先
的
に
取

り
組
み

医療と介護を必要とする高齢者が、住み慣れ
た地域で自分らしい暮らしを続けることができ
るよう、ケアマネジャーが、医療や介護の関係
者と連携したケアマネジメントを実践できるよ
う資質の向上を目指す。

ケアマネジャーの医療知識の向上や、医療や
介護をはじめとした多職種と連携しながらケア
マネジメントを実践するための研修等の実
施。
○5月・7月・9月・11月・1月・3月
○第三金曜日13時～14時

4 あずまカフェ
平成28
年度

２

包
括

6

事
業
者

7 認知症サポーター
養成講座

平成28
年度

２

包
括

5

地
域

1

優
先
的
に
取

り
組
み

「認知症を学び、地域で支える」をテーマとし
て、太田地区と太田東部地区各々の地域に
て、キャラバンメイトによる講座開催を支援す
る。

太田地区、太田東部地区の地域団体、小学
校等に対し不定期に開催。

1

優
先
的
に
取

り
組
み

個別ケースの課題から地域の現状と課題が
把握ができ、地域の支援者との仕組みづくり
を行う為のネットワークの構築を目指す。

町内会とのネットワーク構築の為に地域の実
情を把握し、町内会等との関係づくりを行いま
す。

6 地域ケア会議
平成28
年度

２

包
括

5

地
域

9 いきいきダンベル
体操教室

平成26
年度

２

包
括

1

高
齢
者

2

発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

運動機能の維持・改善、口腔機能維持、低栄
養予防、認知症予防など、介護予防に必要な
活動への自主的な取り組みを支援する。

・西中前里一・二白金一町内会館
・第1・第３・第４火曜日。年３３回。
（ 6/18は体力測定会、8/27・12/24はお休み）
・西中前里一・二白金一町内会共催。

2

発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

運動機能の維持・改善、口腔機能維持、低栄
養予防、認知症予防など、介護予防に必要な
活動への自主的な取り組みを支援する。

・太田地区連合町内会館
・毎月第２・第４水曜日。年２０回

8 ハッピー・ストレッチ
平成25
年度

２

包
括

1

高
齢
者

2

発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

運動機能の維持・改善、口腔機能維持、低栄
養予防、認知症予防など、介護予防に必要な
活動への自主的な取り組みを支援する。

・清水ケ丘第二町内会館
・毎月第２・第４月曜日。年２４回。
・清水ケ丘第二町内会共催。

10
清水ケ丘第二町内
会館玄米ダンベル
体操教室

平成27
年度

２

包
括

1

高
齢
者

令和元年度　自主事業計画書・報告書
事業  １ 地域活動交流事業         ５ 共催（１と３） 

      ２ 地域包括支援センター運営事業  ６ 共催（２と３） 

      ３ 生活支援体制整備事業   ７ ３事業共催（１と２と３） 

４ 共催（１と２） 

 

事業の性質 １ 優先的に取り組みが求められる事業 

対象者    １ 高齢者   ５ 地域 

 ２ 障害児・者    ６ 事業者  

  ３ 養育者及び乳幼児   ７ その他 

  ４ 子ども・青少年 



番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

11
玄米にぎにぎダン
ベル・ストレッチ体
操

平成27
年度

２

包
括

1

高
齢
者

2

発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

運動機能の維持・改善、口腔機能維持、低栄
養予防、認知症予防など、介護予防に必要な
活動への自主的な取り組みを支援する。

・南太田４丁目町内会館
・第１・第３火曜日。年２２回。
（7/2は体力測定会、8/6はお休み）
・南太田４丁目町内会共催。

13 みんなの脳トレウ
オーキング教室

平成29
年度

２

包
括

1

高
齢
者

1

優
先
的
に
取

り
組
み

①地域の高齢者が、ロコモ予防、サルコペニ
アの予防ができる。
②身近な場所で介護予防教室を地域の方と
ともに開催することで、地域への介護予防の
普及啓発となることが出来る。

・清水ケ丘公園自由広場
・毎月第２・第４木曜日。年２０回。

1

優
先
的
に
取

り
組
み

介護予防サポーターが健診者となり地域版、
包括版のお元気で２１健診を開催する。

・西中前里一・二白金一町内会館、南太田４
丁目町内会館、太田地区町内連合会館、清
水ケ丘第二町内会館、清水ケ丘第一町内会
館
・太田地区・太田東部地区介護予防サポー
ター共催

12 お元気で２１健診
平成28
年度

２

包
括

1

高
齢
者

15 玄米ダンベル体操
発表会合同練習

平成28
年度

２

包
括

1

高
齢
者

1

優
先
的
に
取

り
組
み

横浜スポーツフェスティバルでの発表に向け
て、普段はそれぞれ４ヶ所の教室で体操を
行っているが、合同練習を通じ、参加者のレ
ベルアップと交流の機会を提供する。

・場所、開催日未定。
・西中前里一・二白金一町内会館、南太田４
丁目町内会館、太田地区町内連合会館、清
水ケ丘第二町内会館で行われているダンベ
ル体操教室の希望者。

1

優
先
的
に
取

り
組
み

地域での介護予防活動に必要な知識の修得
やボランティア活動のモチベーションを維持で
きる。

・かいご予防ボランティア、脳トレウォーキング
ボランティア対象。
・１１月開催予定。

14

清水ケ丘地域ケア
プラザ　介護予防
ボランティアステッ
プアップ研修

平成30
年度

２

包
括

5

地
域

17 くらしと趣味の学習
館

平成11
年度

１

地
域
交
流

5

地
域

2

発
展
さ
せ

る
ね
ら
い

住まいの簡単な小修繕や趣味を通して仲間
作りや地域参加の推進を促す。さらにボラン
ティア活動につなげる。

ボランティアグループ「生活応援団ちょぼら」のメ
ンバーを講師やサポーターに迎え、地域の方を対
象に小修繕や趣味の講座を年４回開催する。１回
ごとに町内掲示版などで参加者を募集する。
５月「網戸の張り替え方法」、６月「楽しくできる庭
木の手入れ」、7月「夏休み工作」、11月「包丁の
研ぎ方」講座を開催予定。

2

2

発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

一人暮らしの高齢者や高齢者世帯、障害者
への生活支援。

支えあい連絡会から発足。ボランティアグ
ループ「ちょぼら」が地域の一人暮らしの高齢
者や高齢者世帯、障害者のお宅に出向き、庭
木の剪定や草刈り、家具の補修や電球交換
などを実施し、生活支援を行う。16 生活応援団

「ちょぼら」
平成11
年度

１

地
域
交
流

1

高
齢
者

19 料理講座
平成31
年度

１

地
域
交

流

5

地
域

2

発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

身近な場所で外出の場や交流の機会を作る
とともに、サークル活動やボランティア活動に
つなげる。

地域にお住まいの方対象に韓国料理と文化
を学ぶ講座を全4回の連続講座を開催する。

1

2

発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

身近な場所で外出の場や交流の機会を作る
とともに、サークル活動やボランティア活動に
つなげる。

地域にお住まいの方、初心者対象に飾り結び
の基本から応用まで、全4回連続講座を開催
する。18 飾り結び講座

平成31
年度

１

地
域
交

流

5

地
域

21 春のコンサート
平成30
年度

１

地
域
交

流

5

地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

子どもから大人まで誰でも参加できるコン
サート、地域の方を対象に身近なケアプラザ
を利用し音楽を通して外出や交流の場を広げ
る。

音楽アンサンブル　Ciao!さんを招き身近な施
設で演奏会を開催、地域の方を対象に外出
の機会のひとつとして音楽を楽しんでいただく
コンサートを開催する。

2

発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

清水ケ丘地域ケアプラザのPRと地域住民と
の交流、ボランティア団体・個人、関連施設と
の連携等を行う。

ケアプラザまつりとして、サークル団体の発表やボランティア・
サークル団体・ドントン商店会による出店コーナー、多異世代
交流コーナー、喫茶コーナー、ＴＡＮＯ体験コーナーなどを行
う。また、資源循環局南事務所、横浜南消防団、太田・太田東
部保健活動推進員に協力いただき開催する。

20
清水ケ丘地域ケア
プラザ祭り「ヒルトッ
プフェスタ」

平成28
年度

１

地
域
交

流

5

地
域

23
子育て広場「ベビー
マッサージとベビー
ヨガレッチ」

平成18
年度

１

地
域
交

流

3

乳
幼
児

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

子育て広場として、親子での外出や交流の機
会を提供。

第１木曜日に未就園児を持つ親子を対象とした講
座を開催。（1月と５月はお休み）
１回ごとに参加者を募集
年10回「ベビーマッサージとベビーヨガレッチ」を講
師に協力いただき開催する。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域の方を対象に身近なケアプラザを利用し
音楽を通して外出や交流の場を広げる。

音楽アンサンブル　Ciao!さんを招き身近な施
設で演奏会を開催、高齢者の方を対象に外
出の機会のひとつとして音楽を楽しんでいた
だくコンサートを開催する。

22 シルバーコンサート
平成29
年度

１

地
域
交

流

1

高
齢
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

子育て広場として、親子での外出や交流の機
会を提供する。

今年度より月に4回開催。毎月第1、第3水曜日と第２、第４金曜日の
午前中に子育て世代親子を対象に多目的ホールを開放して自由遊
びの場としてもらう。また広場で地域のボランティアさんにママの話相
手になっていただいたり、近隣の保育士に遊びの提供や子育て相談
をしていただいたりする。
毎月第４金曜日は最後に１５分ほど地域の体操団体による親子での
体操を行っていただく。５月、９月は清水ヶ丘保育園の保育士さんに
よるお話や「手遊び歌」、「パネルシアター」を行っていただく。

24 子育て広場「たけ
のこ」

平成23
年度

１

地
域
交

流

3

乳
幼
児



番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

25

子育て広場「ファミ
リーコンサート」「ク
リスマスコンサー
ト」

平成27
年度

１

地
域
交

流

3

乳
幼
児

5

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

進行と演奏は音楽アンサンブル「ciao!」に依頼
し、親子で楽しく歌ったり，体を動かしたり、参
加者同士の交流を図る。

進行と演奏は音楽アンサンブル「ciao!」に依頼
し、親子で楽しく歌ったり，体を動かしたり、参
加者同士の交流を図る。
７月は「サマーファミリーコンサート」、12月は
「クリスマスコンサート」を開催する。

27
障がい児余暇支援
事業「バリアフリー
テニス」

平成23
年度

１

地
域
交

流

2

障
害
者

5

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

障がい児を抱える家族の負担を軽減するとと
もに、障がい児の余暇活動の機会を提供し、
活動の場を広げる。併せて障がい児に対する
地域の理解を深める。

小学生、中学生、高校生の障がい児を対象にした
余暇支援講座。学校の長期休暇に合わせて年3
回開催。
児童のみ、家族での参加も可とし、みんなで室内
テニスを楽しむ。NPO法人ブラックソックスに協力
いただいて、体操やテニスの指導、ラリーを行い

5

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域の親子や家族などを対象に身近なケア
プラザを利用し地域での居場所作りとともに、
家庭と異なる環境・人との接点づくりと参加者
同士の交流を図る。

毎月第２日曜日に開催。３Ｂ体操の講師を迎
え、地域の方を対象に音楽に合わせ体操や
ストレッチを行い楽しい時間を過ごす。26 みんなで体操

平成28
年度

１

地
域
交

流

4

子
ど
も

29
よこはまシニアボラ
ンティアポイント登
録研修会

平成22
年度

１

地
域
交

流

5

地
域

2

発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

「よこはまシニアボランティアポイント」制度の
利用登録の推進。

ケアプラザで活動をしているボランティアや地
域の方を対象に「よこはまシニアボランティア
ポイント」の登録研修会を開催する。

5

2

発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

活発なボランティア活動をしていただくため
に、活動に必要な知識を持っていただく。

ケアプラザや地域で活動しているボランティア
を対象に開催。
南区福祉保健センター生活衛生課の講師を
招き、「食虫毒の原因とその予防」を開催す
る。

28 ボランティア講座
平成18
年度

１

地
域
交

流

7

そ
の
他

31 ドンドンの縁日
平成12
年度

１

地
域
交

流

5

地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域住民との協力と施設のPR。 毎年恒例で地域の商店会主催の縁日に参加
協力を行う。地域のボランティアとともにゲー
ムコーナー、手芸ボランティアサークル「クラフ
ト手芸の会」の作品バザーを行う。当日売り上
げの一部を商店会を通じ、災害義援金は寄付
とする。

2

発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

ケアプラザでのボランティア活動の紹介と日ご
ろのボランティア活動の感謝するとともに、職
員とボランティアの交流やボランティア同士の
ネットワーク作り。

1年に一度、清水ヶ丘地域ケアプラザを中心
に活動するボランティアが集い、親睦と交流を
深める。30 ボランティア交流会

平成22
年度

１

地
域
交

流

7

そ
の
他

33 成年後見制度普及
啓発事業

平成30
年度

２

包
括

6

事
業
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

成年後見制度等については当事者の関心は
薄い。当事者だけでなく、支援者が掘り起こせ
るように必要な知識を理解してもらう必要があ
る。

ケアマネジャー向けに成年後見制度等につい
ての講座を行う。
○年1回程度、時期は未定。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域との交流とともに、地区社協、学校、町内
会、民生委員、などの福祉関係者との関係づ
くりを図る。

太田東部地区のお祭り「健民祭」で民生委
員、児童委員コーナーに参加協力を行う。
主任児童委員と子ども対象の「プラバンづくり
コーナー」の出店協力する。

32 太田東部地区
「健民祭」参加

平成18
年度

１

地
域
交

流

5

地
域



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D）

15,566,934 15,566,934 15,566,934 横浜市より

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 基本的に、この行は入力しません

駐車場利用料収入 0 0 基本的に、この行は入力しません

その他（指定管理充当分） 0 0 0

1,977,500 1,977,500 1,977,500

2,254,611 2,254,611 2,254,611

19,799,045 0 19,799,045 0 19,799,045

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

11,985,427 0 11,985,427 0 11,985,427

4,399,419 4,399,419 0 4,399,419

1,040,274 1,040,274 0 1,040,274

1,945,435 1,945,435 0 1,945,435

50,497 50,497 0 50,497

8,633 8,633 0 8,633 ハマふれんど

172,438 172,438 0 172,438

4,368,731 4,368,731 0 4,368,731 非常勤職員給与

900,000 0 900,000 0 900,000

20,000 20,000 0 20,000

200,000 200,000 0 200,000

40,000 40,000 0 40,000

150,000 150,000 0 150,000

350,000 350,000 0 350,000

0 0 0 0 0

横浜市への支払分 0 0 0

その他 0 0 0

0 0 0

0 0 0

17,520 17,520 0 17,520

10,480 10,480 0 10,480

20,000 20,000 0 20,000

92,000 92,000 0 92,000

0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

1,642,000 0 1,642,000 0 1,642,000

42,000 42,000 0 42,000 予算：指定額

1,600,000 1,600,000 0 1,600,000

4,312,784 0 4,312,784 0 4,312,784

300,000 300,000 0 300,000

1,495,607 0 1,495,607 0 1,495,607

電気料金 531,507 531,507 0 531,507

ガス料金 525,300 525,300 0 525,300

水道料金 438,800 438,800 0 438,800

1,000,000 1,000,000 0 1,000,000

474,000 474,000 0 474,000 予算：指定額

23,652 23,652 0 23,652

450,000 0 450,000 0 450,000

空調衛生設備保守 200,000 200,000 0 200,000

消防設備保守 62,000 62,000 0 62,000

電気設備保守 25,000 25,000 0 25,000

害虫駆除清掃保守 13,000 13,000 0 13,000

駐車場設備保全費 50,000 50,000 0 50,000

その他保全費 100,000 100,000 0 100,000

0 0 0

569,525 569,525 0 569,525 システム保守等

958,834 0 958,834 0 958,834

0 0 基本的に、この行は入力しません

958,834 958,834 0 958,834

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

19,799,045 0 19,799,045 0 19,799,045

0 0 0 0 0

0 0 0 自主事業への参加料等

0 0 0 自主事業経費

0 0 0 0 0

0 0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0

令和元年度　「清水ケ丘地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

収入合計

その他（施設使用料相当額　法人負担分）

その他（提案時控除    法人負担分）

自主事業収入

雑入

科目

勤労者福祉共済掛金

退職給付引当金繰入額

指定管理料

利用料金収入

指定管理料充当　事業

手当計

健康診断費

本俸

社会保険料

科目

人件費

支出の部

会議賄い費

印刷製本費

旅費

消耗品費

その他

事務費

備品購入費

図書購入費

通信費

使用料及び賃借料

振込手数料

リース料

手数料

施設賠償責任保険

職員等研修費

事業費

運営協議会経費

指定管理料充当　事業

地域協力費

その他

清掃費

修繕費

光熱水費

管理費

建築物・建築設備点検

本部分

その他

公租公課

共益費

機械警備費

設備保全費

事業所税

消費税

印紙税

その他（ ）

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入

管理許可・目的外使用許可支出

管理許可・目的外使用許可収支

当該施設分

ニーズ対応費

支出合計

差引

自主事業費収入

自主事業費支出



収入の部 （単位：円）

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

23,076,550 23,076,550 23,076,550 横浜市より

152,400 152,400 152,400 横浜市より

5,792,000 5,792,000 5,792,000 横浜市より

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

駐車場利用料収入 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

その他（指定管理充当分） 0 0 0

1,843,943 1,843,943 1,843,943

30,864,893 0 30,864,893 0 30,864,893

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

27,318,445 0 27,318,445 0 27,318,445

14,508,922 14,508,922 14,508,922

4,163,844 4,163,844 4,163,844

9,130,322 9,130,322 9,130,322

41,485 41,485 41,485

28,134 28,134 28,134 ハマふれんど

584,063 584,063 584,063

1,998,856 1,998,856 1,998,856

330,000 0 330,000 0 330,000

50,000 50,000 50,000

200,000 200,000 200,000

10,000 10,000 10,000

150,000 150,000 150,000

450,000 450,000 450,000

0 0 0 0 0

横浜市への支払分 0 0 0

その他 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

17,520 17,520 17,520

70,053 70,053 70,053

19,549 19,549 19,549

335,878 335,878 335,878

0 0 0

0 0 0

0 0

1,939,400 0 1,939,400 0 1,939,400

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

845,000 845,000 845,000

152,400 152,400 152,400

312,000 312,000 312,000 予算：指定額

1,277,048 0 1,277,048 0 1,277,048

0 0 0 予算：指定額

690,000 0 690,000 0 690,000

電気料金 250,000 250,000 0 250,000

ガス料金 240,000 240,000 0 240,000

水道料金 200,000 200,000 0 200,000

250,000 250,000 250,000

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

8,000 8,000 8,000

133,000 0 133,000 0 133,000

空調衛生設備保守 90,000 90,000 90,000

消防設備保守 20,000 20,000 20,000

電気設備保守 8,000 8,000 8,000

害虫駆除清掃保守 5,000 5,000 5,000

駐車場設備保全費 5,000 5,000 5,000

その他保全費 5,000 5,000 5,000

0 0

70,048 70,048 70,048 システム保守等

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

30,864,893 0 30,864,893 0 30,864,893

0 0 0 0 0

0 0 0 自主事業への参加料等

0 0 0 自主事業経費

0 0 0 0

0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0 0

指定管理料（包括）

令和元年度　「清水ケ丘地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料（介護予防）

指定管理料（生活支援）

社会保険料

支出の部

利用料金収入

指定管理料充当事業（包括）

指定管理料充当事業（介護予防）

指定管理料充当事業（生活支援）

自主事業収入

雑入

その他（提案時控除    法人負担分）

収入合計

科目

人件費

本俸

健康診断費

勤労者福祉共済掛金

手当計

その他

事務費

備品購入費

図書購入費

施設賠償責任保険

職員等研修費

退職給付引当金繰入額

旅費

消耗品費

会議賄い費

印刷製本費

通信費

使用料及び賃借料

建築物・建築設備点検

振込手数料

リース料

手数料

地域協力費

その他

事業費

協力医

指定管理料充当　事業（包括）

指定管理料充当　事業（介護予防）

指定管理料充当　事業（生活支援）

管理費

当該施設分

基本的に、この行は入力しません。

公租公課

事業所税

消費税

印紙税

その他（ ）

ニーズ対応費

清掃費

修繕費

機械警備費

設備保全費

共益費

その他

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

本部分

管理許可・目的外使用許可支出

管理許可・目的外使用許可収支

支出合計

差引

自主事業費収入

自主事業費支出

自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入

光熱水費



平成31年４月１日～令和２年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

6,555 6,555 6,555 23,806 23,806 71,858 71,858 6,438 6,438 4,521 4,521

0 0 0 0 0 0 634 0 634 15,380 0 15,380 1,185 0 1,185 1,229 0 1,229

事業・負担金収入 0 0 0 8,848 8,848 793 793 598 598

認定調査料 0 0 634 634 0 0 0

食費収入 0 0 0 6,332 6,332 392 392 631 631

受入研修生謝金 0 0 0 200 200 0 0

0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

6,555 0 6,555 6,555 0 6,555 24,440 0 24,440 87,238 0 87,238 7,623 0 7,623 5,750 0 5,750

0 4,392 4,392 17,652 17,652 64,438 64,438 3,943 3,943 0

0 94 94 1,608 1,608 5,506 5,506 736 736 0

0 0 0 0 0 15,979 15,979 801 801 0

0 0 0 0 1,581 1,581 0 0

0 7,240 0 7,240 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 7,240 7,240 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

0 0 0 11,726 0 11,726 19,260 0 19,260 87,504 0 87,504 5,480 0 5,480 0 0 0

6,555 0 6,555 -5,171 0 -5,171 5,180 0 5,180 -266 0 -266 2,143 0 2,143 5,750 0 5,750

※ 介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※ 上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護

令和元年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：清水ケ丘地域ケアプラザ

収
入

科目

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

介護予防支援第1号介護予防支援 認知症対応型通所介護

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

 その他

収支　（Ａ）－（Ｂ）

支出合計（Ｂ）
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